
事業の計画・内容
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事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

親子ふれあい教室とお母さんのリフレッシュ教室は、スペースの関係と託児ボランティア人数の関係で定員を決め申込み制にし、抽選しているが、
毎回2倍の競争率でありみなの希望に応じれていない。今後回数を増やしたり、ボランティアの人数を増やすことも検討したい。平成17年は両教室と
も、単独で実施していたが18年からは3回コースで参加者の交流も大きな目的とし実施する予定である。
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担当部課名 母子保健事業島ヶ原支所　健康福祉課
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根拠法令・要綱等平成

ソフト事業

乳幼児及びその保護者

事業名

基本施策

531

伊賀市　事務事業評価シート

育児に対し正しい知識が得られるとともに、仲間づくりが促進されストレス
が減少される。また、リフレッシュの機会が得られたり親子のふれあう場が
出来ることで子育てを楽しいと感じてもらえる。
子育てからくるストレス・不安の解消が図られる。

成果（どうなるのか）

乳幼児の育成指導事業

○乳幼児相談を４回実施
○乳児教室（救急法とベビーマッサージの2回コース）を2回実施
○親子ふれあい水中教室を７回親子ふれあい体操教室を５回実施
○託児つきで母親対象に水中ダンスを７回アロマリラックスを６回実施
○おおむね毎月２回老人福祉センターを遊びの広場として半日親子に開放
○希望者や必要な家庭に訪問し、指導を行った
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H17
単位
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活動指標

乳児教室来所数（延） 人 2155

40乳幼児相談来所数（延） 人

12

親子ふれあい教室参加延数 人 93 120 150

12

200

訪問件数（延） 件 66

お母さんのリフレッシュ教室参加延数 人 121 180

遊びの広場 回 21 22

350

遊びの広場来所数 人
179

目標

親子ふれあい教室及びお母さんのリフ
レッシュ教室延参加者

200

親子のふれあいや交流の場を必要と感じている人にどれだけ応じ
ることが出来ているかを判断する

150

190

A

総合評価

お母さんのリフレッシュ事業については毎回3人のボランティアに託児
を手伝ってもらっている。

事業内容の充実、事業量の拡大を図る。
子どもと保護者のふれあいはもちろん、子育て中の母親のストレス解消の場として大変有効な事業である。
保護者間の交流の場としても有効であり、子育ての悩みをお互いが話し合い、当事者同士であるから納得
するというようなこともある。さらに、今後は専門的知識を持った者を加え事業充実を図っていきたい。

人
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H18（目標）指標設定の考え方

親子のふれあいやお母さんのリフレッシュが必要と感じている人に
どれだけ応じることが出来ているかを判断する

8 子どもを生み育てやすい環境をつくる

コード 名               称 名            称コード

01

01
04

一般会計
衛生費
保健衛生費
保健衛生総務費

会計
款

単位

01
項
目

24

H19（目標）H17

０５９５－５９－２１６３連絡先
103
02

細目

正規職員     （人）

乳幼児の育成指導事業脇坂　長充 細々目
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